
 
 
 
 
 
  

2020年 12月 3日 

朝日生命保険相互会社 

世界銀行 

株式会社大和証券グループ本社 

 

世界銀行が発行する「サステナブル・ディベロップメント・ボンド」への投資について 

～高齢化問題への取り組み支援～ 

 

 朝日生命保険相互会社（代表取締役社長：木村博紀、以下「朝日生命」）は、世界銀行（正

式名称：国際復興開発銀行（IBRD）、ムーディーズ: Aaa、スタンダード＆プアーズ: AAA）

が発行する期間 15年、総額 48百万米ドル（約 50億円相当）の「サステナブル・ディベロ

ップメント・ボンド」（以下「本債券」）への投資を行いましたのでお知らせします。 

  

 本債券への投資は、開発途上国の高齢化問題への対処を投資テーマとしており、同問題

への取り組みの重要性を世界銀行が投資家と共に提起するのは初めてとなります。本債券

は、債券の発行体である世界銀行と資金の出し手である朝日生命の直接的な協議を経て実

現に至った取引であり、多数の投資家が参加する公募債とは一線を画した形態にて、世界

銀行が朝日生命のみを対象に発行した債券です。本債券の主幹事には大和証券グループ本

社傘下の大和証券キャピタル・マーケッツヨーロッパリミテッドが指名されました。 

 

栄養、衛生、健康、教育等を改善した国々では、経済的な幸福度向上や長寿化が見られ

ますが、アジアを含む多くの国では出生率が低下しています。その結果、人口動態および

社会経済的な変化により、家族だけによる高齢者介護ができない可能性が高まり、高齢化

は多くの開発途上国において急速に顕著な問題になりつつあります。現在、東アジアやラ

テンアメリカが、高齢化が進行している国として報告されていますが、高齢化が進行して

いない国々でも、多くの国は今後数十年で高齢者人口の割合が急速に増加すると見られて

います。 

 

 世界銀行は、年金改革の実施や非感染性疾患（高血圧、糖尿病、癌等）など高齢者が抱

える健康問題の予防と対処、介護ニーズへの対応等を通じて、高齢化問題に直面している

開発途上国を支援しています。これには、政府機関の介護レベル評価機能の改善、介護サ

ービスの質の向上、人材育成と介護サービスの効率化、都市や農村部における公共の介護

施設の建設など、高齢者ケアを提供するシステムの開発や管理の支援も含まれています。

（※）  



 
 
 
 
 
  

©World Bank 

 

朝日生命は、中期経営計画「TRY NEXT」において「一人ひとりの”生きる”を支える」

というビジョンの下、第三分野商品を中心にお客様ニーズにお応えしていくこと、とりわ

け介護保障の更なる普及に努めること等を通じて「社会に貢献し、お客様から信頼され、

選ばれ続ける会社」となることを目指しています。資産運用においても、同様の理念を持

ち、持続可能な社会の実現に貢献していくため、ESG投融資への取組みを一層推進してまい

ります。 

 

（※）上記プロジェクトは、事例のご紹介のみを目的としており、今回の世界銀行債券の資金の活用を上

記プロジェクト又はその分野に限定するものではありません。 

 

 

【高齢化問題への取り組みと関連のある SDGs目標】 

 

■目標 1：貧困をなくそう 

■目標 2：飢餓をゼロに 

■目標 3：すべての人に健康と福祉を 

■目標 10：人や国の不平等をなくそう 

■目標 11：住み続けられるまちづくりを 

 

 

     

 

世界銀行（正式名称：国際復興開発銀行）について 

世界銀行（国際復興開発銀行、通称 IBRD：International Bank for Reconstruction 

and Development）は、1944年に設立が合意された国際開発金融機関で、現在 189 の加

盟国が出資し運営しています。加盟国の公平で持続可能な経済成長を目指し、地域及び

世界規模の経済や環境問題に効果的に対処していくために、IBRD は中所得国に対し、

融資・保証、リスク管理サービスに加え、開発に関わる様々な分野の専門的な分析・助

言サービスを提供しています。世界銀行の目標は、世界全体の極度の貧困を終結し、 



 
 
 
 
 
  
 

すべての人々が共に豊かに暮らせるよう繁栄を共有させることです。世界銀行は融資

資金を調達するために、70 年以上にわたり国際資本市場で債券（世界銀行債券）を発

行しています。 詳しくは世界銀行財務局のウェブサイトをご覧ください。 

https://treasury.worldbank.org/ja/about/unit/treasury 

 

大和証券グループについて 

大和証券グループは、過去 10 年以上にわたり、社会課題の解決に資する金融商品の

開発と提供に尽力してまいりました。2018 年には、SDGs 達成に向けてこれらの取組み

を加速させるべく、『SDGs推進委員会』（委員長：代表執行役社長 中田誠司）を設置

しております。また 2020 年 4月には執行役副社長 田代桂子が SDGs担当に就任し、SDGs

の期限である 2030 年に向けて、今後さらなる施策の推進に努めてまいります。今回の

世界銀行が発行する「サステナブル・ディベロップメント・ボンド」の引受はそうした

取組みの一環であり、当社グループは引き続き持続可能な社会の創造に向けて貢献して

まいります。 

（ご参考）大和証券グループの SDGsに関する取組み： 

https://www.daiwa-grp.jp/sdgs/?cid=ad_eir_sdgspress 

 

*世銀債の発行により調達した資金は、特定のプロジェクトやプログラムへの融資に直接割り当てられこと

はなく、世界銀行加盟国における全ての融資プロジェクトやプログラム対し均一に活用されます。世銀債

の元利金の支払いは、世界銀行の信用力に基づき行われるため、投資家は個々の融資プロジェクトやプロ

グラムのリスクを負う事はありません。 

*本プレスリリースは、世界銀行債券の購入の勧誘もしくは販売を目的とするものではありません。世界銀

行債券の販売は、販売を担当する金融機関より交付される販売説明書等に基づき行われます。世界銀行債

券の購入の勧誘は、単独または複数の国の法律に準拠して行われており、関係する全ての法律が遵守され

ない場合は、購入の勧誘もしくは販売を行うことはできません 

https://treasury.worldbank.org/ja/about/unit/treasury
https://www.daiwa-grp.jp/sdgs/?cid=ad_eir_sdgspress

